
営業費

営業係数

貨物紛送トン数

1 t 平均輸送キロ

旅客輸送人員

350,415,966 ド ノレ

81.10 % 

115,289,980 t 

400.92 km 

3 ，635 ，661 人

l 人平均来事キロ 269.42 km 

貨物輸送ト γ数のうち 61.5 % は鉱産物， 30.4 % は工業製品お

よび雑品目 I 4.3 % は農産物である。

1955年末現在の線路干ロ数， 車両，船舶数および従業員数(年

間 l 日平均)はっきrのとおりである。

線路総営業キロ 9,694 km 

自社所有線路営業キロ 6,202 " 

総軌道延長 18,885 

自社所有軌道延長 11 ,996 " 

車両蒸気機関車 508 雨

ガソリン機関車 1 

ディ ーセ勺レ電気機関車 911 

貨工作 90,162 " 

客車 1,019 

事業用車両 2,299 

船舶 155 隻

従業員 46， 1 77 人

ポノレチモアのマウ Y トクレアにおいてギウインス ・ フォ ー ノレ

に架けられている石造のア ー チ織は全長 90.5 m ， 1 829 ・ 1 2 に 1m

通したものであるが， 世界最古の鉄道縦であるといわれている。

代表的な旅客列車としては， ニュ ー ョ - !J =γ カコ'聞に 7' ノレ

7 ン lli編成の急行列車 Lキャ ピ トノレ ・ リミテッド1 を初め ， L コ

ロ γ ピアンl， Lセナ ン ド ア -l 等のドーム ・ カ ー (屋根に硝子

ばりドー ムのついている展望車)連結の列車が運転されている。

参考文献 Henry Sampson 綱 World Railways 1954-55
0 

Tothill Press Ltd 発行 Directory of Rail way Officials & 

Year Book 1953-540 Interstate Commerce Comm iss ion 編

Transport Statistics in the United States, 19550 (光延有三)

ほろないせん 幌内線 函館本線岩見沢駅から西へ進み三笠を
経て幌内に至る 13.6 km ， および三笠駅から幾春別に至る 7.2km

計 20.8 km の線。函館線に隠する丙線。 この線は手宮・帆内問

北海道|凋拓幌内鉄道線の一部として， 岩見沢 ・幌内聞は明治 15 ・

ほんせん

線路名称では東海道本線 ・ 東北本線の ように校総に対して幹線

であるとしヴ窓味に使用されているが，主針足取扱心得では列車

の運転に常用するために設けられた線路 と し、う意味であり ， こ

れを国有鉄道建設規稜では本線路と呼んで;l 、る。

本線を構成する軌条 ・ 単位長さに対する枕木数 ・道床厚さ ・ 曲

線 ・ 勾配および停車湯椛内の本線有効:長等は， その本線の紛送

状況 ・ 建設技術上の見地からそれぞれ決定されるものであるが，

これを放置しておくと各極各様なものができて，技術上 ・ 経済

上均衡を失する恐れがあるので， 昭和 4 年国有鉄道建設規程，

同 7 年固有鉄道簡易線建設規程が定められた。この規程の主眼

とするとこ ろは各本線の実情を考慮し， かつ輸送上の主要度に

応じ甲線・乙線 ・ 丙線 ・ 簡易線の 4 つの線路等叡を定め， 国鉄

の建設費・改良型および事業費の合理的消化をはかると同時に，

列車運転保安上十分なる施設たらしむるよう ， 適切な施設の基

準 ・ 限度を定めた。つぎにその線路等級を説明する。

甲 線幹線と認むべきもの， または運輸量の特に大なる

もの。

乙 線準幹線もしくは主要なる連絡線と認むべきもの，

または運輸量大なるもの。

丙線主要ならざる連絡線またはj也方線と認むべきf もの。

簡易線 も っ とも重要ならざるもので前項以外のもの。

なお甲線中特に重要な線路はこれを し特別の線路1 として特

別なる基準を設けている 。 以下線路等級別の軌道構造その他主

要な数値を下表に示す。

運転取扱心得ならひ・に周有鉄道建設規程の本線および本線路

の使用方による分類を停車場|首!と停車場構内に分けて説明する。

停車場 と 停車場とを結ぶ本線は，主IH曲量の少ない場合には旅

客列車 ・ 貨物列車が l 線でまかなわれるが，運輸量の増大する

にしたがい， 列車回数が多 く なるため線路容量がひっ迫し，さ

らに 1 線を必要とする ようになり ， 上 F別に列車の運転を行う。

前者を単線， 後者を複線と いい， いずれも l 木の本線上を旅客

列車 ・ 貨物列車が共用しているのであるが， さらに運輸量:が治

大すると本線を 3-8 線等にして上下別 ・列車別あるいは列車の

動力源別に運転するようになる。このうち 4 線の本線を敷設し

たものを複々線と L、う。本線の呼称は上り列車の運転する本線

を上り本線 ・ ドり列車の運転する本線を下り本線・上下列車が

共用する本線を上下本線と呼ぶ。以下停車場開の本線の筏類を

11 ， 三笠 ・幾春別聞は明治 21 ・ 12 開通した。 沿線は幌内，幾春別 説明する。

の丙炭山を控え， 建設当時から石炭輸送の路線として産業の開 急行線 複々線において方向別または線路別運転を行う区

発に寄与している。(森悌寿) 間で，主として通過列車を運転する本線と ， 各駅停車の列車を

ほんせん 本線 (英) main line, main track 日 本固有鉄道 運転する本線とに区別される場合に， 旅客通過列車を主と して

線路等級別軌道関係主要数値表

正ょ
最小Itll 線半径 最急勾配(こ う ばし、) 軌 道

矯 9佐 体 jli場情内 .ìlli転最高

問問 l 問内 負担力 | 軌組 | 道床 j事 10m 
の

本線分付岐?!?に沿う 枕当木り数 負担力 本線有効長 速 度
部分

昨1 線 (430000mm)11 1 160m 500m 25qq』』 K-16 37kg 200mm 15丁 K 8-18 380-460m lookm/h 

本 一一一

箔君 事 (車両吋
(K-18) (50kg) 

電車
(l10km/h) 

K 8-15 
乙線 250m¥ 160m¥ 400m (30%0) 専せずかっ K-15 37kg 200mm 14丁 (K8-18) I草 250-380m 95 km/h 

一一一一一 線用 車のiな~f発 j有

K-13 30kg 150mm K 8-12 
線

丙 線 200mωQm l 300 m 35%0路 10%0 最大小軌中~I彊 11\ (37kg) (120mm) 13丁 (K 8-15) 路 150-250m 85km/h 
最距1500

線 35%0 mmの機関取 K8-15 

簡易総 160m¥.100m¥ 200m 35% 1l l (3155% 9ら) 霊kにm速面l}hにえて 45 30kg 
120mm K 8-10 80m 45km/h 

の速度
(loomm) (K 8 -12) 

100m 3.5%0 得るこ

側線 (酬を留置しない場) と 30kg 
(80m) 

合はこの限りでない

1. ( )内は特に必要ある地合。 2 . 速度は現運転取扱心得によ ったが暫定的に最高 95 km/h と な っ ている。
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